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日本で働きたい！！ 

 
人材確保  

～外国人労働者と共に働く事～ 
外国人 

これからの介護  
 

大分県津久見市 

 ふりがな          とくべつようごろうじんほーむ   しおさい                            
特別養護老人ホーム しおさい 

 
ムハマド スルタン  

マジド コイルル アディシャフ       

主任ケアワーカー 足立 小百合 

 

shiosai＠fuku-doushinkai.or.jp         
 
今回の発表の施設 
またはサービスの 
概要   

社会福祉法人同心会が母体である『しおさい』は２００３年に大分県津久見市に開設。７０

床の特別養護老人ホームと１０床のショートステイ、５０床の養護老人ホーム、地域密着型

デイサービス（定員１８名）が併設された高齢者総合福祉施設です。 
津久見の海と山に囲まれて、四季を身近に感じる事ができる施設です。 

 
<取取りり組組んんだだ課課題題> 

 令和４年６月より６名(男性３名、女性３名) 
令和５年１１月より２名(男性２名)、 
令和７年４月より 4 名（女性４名）、 
インドネシアより技能実習生を受け入れる。 
〇施設側  

・外国人を受け入れる不安 
〇技能実習生 
・日本での生活が不安 
・日本語の習得 
・介護技術の習得 
・日本の文化にふれたい 

 

<具具体体的的なな取取りり組組みみ> 
〇技能実習について、職員への事前説明 
〇生活のサポート 

・地域や交通ルール ・買物や病院受診支援 
・イスラム教の理解  

〇日本語の学習サポート 
・日本語能力試験Ｎ３に向けての勉強会 
・問題プリントを常備 ・外部講師による勉強

会 
〇介護技術の勉強サポート 
・技能実習指導員の増員１名→５名 
・指導員によるオリエンテーション 
・マンツーマンによる現場指導 
・介護技能実習評価試験（初級、専門級）に向け 

ての勉強会 
〇日本での様々な文化体験 

 

 

<活活動動のの成成果果とと評評価価> 
〇施設側 

・実習生は覚える事が早く、どんな仕事でも 
一生懸命取り組み、笑顔で働いている。 

・受け入れ前の不安はなくなり、今ではなくては 
ならない存在となっている。 

・実習生を交えて出かけたりイベントを企画 
したりする事により、職員間の交流も増えた。 

・実習生に教える事により職員自身の介護技術 
再確認、語彙力の向上。 

〇技能実習生 
・大きな問題なく日本での生活ができている。 
・日本語能力試験 N3、N2 に合格。 
・介護技能実習評価試験（初級・中級）の合格。 
・日本での様々な体験ができ、楽しんでいる。 

 
 

<今今後後のの課課題題> 
〇技能実習生 

・日本語能力試験Ｎ１、Ｎ２合格を目ざす。 
・介護福祉士合格を目指す。 
・日本語で正確に記録する事、書かれた記録の 

理解力を高める。 
 ・特定技能へ移行し働いていく。 
〇施設側 

・技能実習生に長く働いてもらう為の支援継続。 
・技能実習生と共に成長しながら、お年寄りの 

生活を支えていく。 
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スタッフの気づきをマネジメントする 

 
中堅スタッフの成長  

気づきから組み立てるケアとケアを評価する人事考課       
ナイスな気づき 

プチいら改善  
 

大阪府堺市堺区 
 

しゃかいふくしほうじんさかいふくしかい はーとぴあさかい   
社会福祉法人堺福祉会 ハートピア堺 

 
       みつなが なおこ 

次長 光永 直子 

共同研究者 大森 薫 

 

E-mail Address heartpia@soleil.ocn.ne.jp 
 
今回の発表の施設 
またはサービスの 
概要   

大阪府堺市堺区の海近くにある特養 100 床と在宅サービス・地域包括支援センターなどを併

設した総合施設。5 階建ての建物の 2，3，4 階に特養がある。令和 5 年介護職員の働きやす

い職場環境づくり厚生労働大臣表彰優良賞受賞。 

＜＜取取りり組組んんだだ課課題題＞＞  

•中堅スタッフ・次世代リーダーの育成 

•専門職としてのやりがいと人事考課の連動  

•スタッフの「気づき」を活かしたケアの質向上 

•プチいら（小さな不満）の解消による職場環境の改善 

＜＜具具体体的的なな取取りり組組みみ＞＞  

〇対象者・割合・理由 

施設全体での取り組みですが、特に中堅職員をプロジェ

クトリーダーに任命し、責任感を持って取り組むことが

次世代リーダーへの育成と繋がっている。介護主任・係

長が伴走支援を行う。 

〇取り組みの具体的手法 

•「ナイスな気づき」や「プチいら」を記録・共有し、ケ

ア改善に活用 

•プロジェクト方式で課題解決を図る（例：3M 削減 PJ、

認知症ケア PJ など） 

•フィードバック面接を通じて内省と目標設定を支援 

〇取り組み時間・期間 

•年間を通じて継続的に実施 

〇取り組み手順 

1.スタッフから「気づき」や「プチいら」を収集 

2.フロアごとに課題を設定し、理念、施設方針に沿って

プロジェクトチームを立ち上げる 

3.改善計画を立案 

4.実行 

5.評価と振り返り 

6.人事考課と面接でフィードバック 

〇職員数・構成(特養のみ・令和 7 年 10 月度) 

正社員 24 名 非正規スタッフ 16 名  

介護助手 12 名(内、大学生・高校生 8 名) 

相談職 3 名 看護師 6 名 機能訓練指導員 1 名 管理栄

養士 1 名 ケアクラーク 2 名 

〇部署間の連携 

•プロジェクトは全部署がそれぞれ立案、お互いに協

力、協働 

•委員会制度や施設内研修で他部署との横軸連携を強化 

〇道具・費用 

•既存の人材・情報共有ツール・設備を活用 

〇活動成果を出すポイント 

•小さな「気づき」を見逃さず、記録・共有する。気づ

きの多いスタッフや気づきから業務改善に繋げられる

スタッフは人事考課で評価する仕組み。 

•「プチいら」の解消によるスタッフのストレス軽減 

•プロジェクト活動を通じたスタッフの主体性と達成感

の向上 

＜＜活活動動のの成成果果とと評評価価＞＞  

•ケアの質向上 

•スタッフのモチベーション向上、理想のケアに近づい

た実感が持てる 

•働きやすい職場環境の実現 

•中堅職員の育成とキャリア形成が進展（プロジェクト

リーダー経験者からリーダーに抜擢） 

・活動が増えたことでボランティアや新卒採用が増加 

＜＜今今後後のの課課題題＞＞  

••上司（マネージャー層）の評価力の向上が必要  

•プロジェクト活動の成果の定着 

•部署間のさらなる連携 

＜参参考考資資料料ななどど＞ 

ハートピア堺ブログ 

https://heartpia-sakai.or.jp/ 

内閣総理大臣表彰・厚生労働大臣表彰（優良賞）受賞

事業者 取組事例集

https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-hyosyo.html 
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